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あらまし：大学等の授業では，学習者の学びがより一層深まるよう，授業内活動と授業外活動とが密接に

連動した学習（授業内外連動型学習）を充実させることが重要と考える．そこで，授業内外連動型学習を

アシストできる LMS の開発を行ってきた．本稿では，本 LMS 上に実装するリフレクション支援機能につい

て述べる．本機能を用いることで，これまで以上に授業内と授業外が密接に連動した学習活動の展開が実

現可能になると考える．

キーワード：リフレクション支援，授業外活動支援，LMS，機能拡張設計，ツール開発

1. はじめに
近年，大学などの高等教育機関では，アクティブ

ラーニング型授業(1)の実施等による授業改善が求め

られている．また，効果の高いアクティブラーニン

グ型授業を実現するには，授業内活動と授業外活動

とが密接に連動した学習（以下，授業内外連動型学

習）を充実させることが重要と考える．そこで，本

研究では，授業内外連動型学習を支援することので

きる LMS（Dynamic LMS，以下，DLMS）の開発を

行ってきた(2)．本稿では，DLMS がこれまで以上に

授業内外連動型学習をアシスト可能となるよう，

DLMS の一部の機能を拡張する形で開発を進めてい

るリフレクション支援機能について述べる．

2. DLMS の機能拡張の必要性
本研究では，2015 年度から，DLMS を活用した授

業内外連動型学習の設計および授業実践を行ってき

た(3)．2017 年度には，2016 年度の授業実践に合わせ

て実施したアンケート調査の結果報告も行った(4)・(5)．

本アンケート結果からは，DLMS ならびに授業方略

等について，概ね良好との判断が得られた．しかし

ながら，「DLMS は，学習活動のふり返りに役立つと

思う（5 段階中（5 が高い）で平均点：4.00 ポイント）」

や「授業時間外のふり返りは，学習内容を理解する

上で役に立った（5 段階中（5 が高い）で平均点：3.85
ポイント）」といった項目が，他の項目より低めだと

いうことも分かった．そこで， DLMS をより良くす

るためには，既存のリフレクション用機能を強化さ

せる必要があるとの認識に至った．

3. リフレクション支援機能の要件
前節で述べた必要性に対応するために，DLMS に

拡張して実装するリフレクション支援機能について

の検討を行った．その結果，以下のような要件が得

られた．

要件①：学習者は，適宜，自身の学習テーマを設

定することができる（複数個の学習テーマが並

行して展開することも想定）．

要件②：学習者は，学習テーマごとに，学習成果

物を登録したり，テーマを達成するためのスケ

ジュールを管理（登録・編集など）したりする

ことができる．

要件③：学習者は，授業内・外に関わらず，自身

が「ふり返り」を行うたびに，コメント等をシ

ステム上に登録することができる．なお，この

時点では，コメント等を学習テーマごとに分類

する必要は無い．

要件④：学習者は，頃合いを見計らって，システ

ム上に登録したコメント等を学習テーマごと

に分類したり，削除したり，再編集したりする

ことができる（コメント管理）．

要件⑤：学習者同士で学び合いができるよう，学

習者は，学習テーマとテーマに関連付けられた

コメント等のセット（一式）を設定し，公開す

ることができる．公開されたものについては，

他者からのコメント等も付与可能とする．

要件⑥：学習者は，授業者が用意したクラスに所

属することができる．なお，要件⑤の公開先は，

同一クラス内とする．

要件⑦：授業者は，必用な分だけクラスを設ける

ことができ（クラス管理），自身のクラスに所

属している学習者のデータを参照することが

できる．

要件⑧：授業者は，自身のクラスに属している学

習者に対し，自身が設定した学習テーマを課す

ることができる．

要件⑨：授業者は，クラス内に複数のグループを

設けることができ，学習者はグループに属する

ことができる．

要件⑩：グループ活動を支援するためのサブ機能

の一つとして，グループメンバー全員で作成し

た学習成果物等を登録・管理できる機能を用意
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する．
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